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千葉県銚子市沖における協議会（第４回） 

 

日時 令和４年11月21日（月）10:30～12:00 

場所 京成ホテルミラマーレ ６階 ローズ 

 

○経済産業省（事務局） 

 それでは、定刻になりましたので、ただいまから再エネ海域利用法に基づく第４回千葉

県銚子市沖における協議会を開催します。本日も御多忙のところ御出席いただきまして、

誠にありがとうございます。 

 本日の会議は、一部構成員には、オンライン会議アプリを使って各自の職場や自宅など

から本日の会議に参加いただいており、リアルタイムで音声のやり取りができるようにな

っております。 

 オンライン会議の開催に当たりまして、主にオンラインで出席されている構成員に向け

てですけれども、事務的に留意点を３点申し上げます。 

 １点目、音声が二重に聞こえるなどの問題が発生しますので、発言いただく方のみカメ

ラとマイクをオンにしていただいて、御発言時以外はカメラを停止状態に、音声をミュー

ト状態にしていただきますようお願いします。 

 ２点目です。発言を希望される際は、チャット機能などを活用して、発言を御希望の旨

御入力いただくようにお願いします。順次座長から「何々委員御発言をお願いします」と

御指名いただきますので、マイクをオンにしていただいて御発言いただけると幸いです。 

 ３点目です。通信のトラブルが生じた際には、あらかじめお伝えしております事務局の

電話番号に御連絡いただければと思います。改善が見られない場合には、電話にて音声を

つなぐ形で進めさせていただきます。 

 その他もし何か御不明点などございましたら、何なりとおっしゃっていただければと思

います。 

 さて、千葉県銚子市沖については、後ほど資料を使って御説明しますけれども、２０２

０年の７月２１日に促進区域として指定をしました。２０２０年の１１月から発電事業者

の公募を実施しまして、翌年２０２１年１２月に三菱商事洋上風力株式会社、三菱商事株

式会社、株式会社シーテックで構成されます千葉銚子オフショアウィンド合同会社を発電

事業者として選定したところです。選定された発電事業者におかれましては、本協議会に
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も構成員として加わっていただくことにしておりますので、後ほど御紹介させていただき

ます。 

 本日は、選定事業者決定後に初めて開催する協議会となります。本協議会においては、

再エネ海域利用法、それから同法の第７条第１項に基づく基本方針、今日の参考資料１に

基本方針添付しておりますけれども、それに基づきまして協議をいただきたいと考えてお

ります。 

 本協議会は、基本方針に基づいて透明性の確保や地域との連携を促進する、そういった

観点から原則として公開で開催するものであります。公開方法については、後ほど御説明

します本協議会の運営規程の改正案に基づいて座長から協議会に諮っていただくことにな

りますけれども、公開方法については、これまで会議の様子をＹｏｕＴｕｂｅで配信する、

それから議事録・議事要旨を公表する、一般の方やマスコミ用の傍聴席を設置するといっ

た方法を取っており、今回の第４回の会議も、同様の公開方法で運営をしております。 

 このうちＹｏｕＴｕｂｅでの配信につきましては、昨今のコロナ感染予防の観点なども

あり、会場にお越しいただけない傍聴者がおられること、それから公募に参加される可能

性がある事業者にも広く公開していくことも１つの目的として同時配信をしてまいりまし

たけれども、選定事業者が決定している現在、引き続き議事録、それから議事要旨の公表、

後は一般の方やマスコミに傍聴いただくことを前提に次回以降は、ＹｏｕＴｕｂｅによる

配信は、行わないことにしたいと考えております。 

 それでは、議事に先立ちまして本協議会の出席者を御紹介いたします。なお、オンライ

ンでの御出席の場合には、御紹介の時だけカメラをオンにしていただければと思います。 

 皆様お手元の出席者リストを御覧いただければと思いますけれども、まず、国土交通省

港湾局海洋・環境課海洋利用調査センター榊原所長です。 

 

○国土交通省（事務局） 

 榊原です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○経済産業省（事務局） 

 続きまして、農林水産省水産庁漁港漁場整備部計画課計画官の森田様です。 

 

○農林水産省 水産庁 
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 森田です。よろしくお願いします。 

 

○経済産業省（事務局） 

 千葉県商工労働部部長の野村様です。 

 

○千葉県 商工労働部 

 野村でございます。よろしくお願いいたします。 

 

○経済産業省（事務局） 

 銚子市市長の越川様です。 

 

○銚子市 

 越川でございます。よろしくお願いいたします。 

 

○経済産業省（事務局） 

 旭市です。 

 

○旭市 

 旭市です。よろしくお願いします。 

 

○経済産業省（事務局） 

 よろしくお願いいたします。 

 続きまして、千葉県漁業協同組合連合会代表理事会長の坂本様です。 

 

○千葉県漁業協同組合連合会 

 坂本です。よろしくお願いします。 

 

○経済産業省（事務局） 

 続きまして、銚子市漁業協同組合副組合長理事の和田様です。 
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○銚子市漁業協同組合 

 和田です。よろしくどうぞお願いします。 

 

○経済産業省（事務局） 

 続きまして、海匝漁業協同組合代表理事組合長の土屋様です。 

 

○海匝漁業協同組合 

 土屋です。よろしくお願いします。 

 

○経済産業省（事務局） 

 続きまして、関東旅客船協会の宮内様です。 

 

○関東旅客船協会 

 宮内です。よろしくお願いします。 

 

○経済産業省（事務局） 

 続きまして、東京理科大学理工学部土木工学科教授の菊池様ですけれども、本日御欠席

です。 

 続きまして、一般財団法人日本エネルギー経済研究所理事の工藤様です。 

 

○日本エネルギー経済研究所 

 工藤でございます。よろしくお願いいたします。 

 

○経済産業省（事務局） 

 続きまして、一般社団法人海洋産業研究・振興協会事務局長兼研究部長の塩原様です。 

 

○海洋産業研究・振興協会 

 塩原です。よろしくお願いします。 

 

○経済産業省（事務局） 
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 続きまして、一般社団法人海洋エネルギー漁業共生センター理事の渋谷様です。 

 

○海洋エネルギー漁業共生センター 

 渋谷です。よろしくお願いします。 

 

○経済産業省（事務局） 

 続きまして、足利大学工学部大学院特任教授の永尾様です。 

 

○足利大学工学部大学院 

 永尾です。よろしくお願いします。 

 

○経済産業省（事務局） 

 続きまして、千葉銚子オフショアウィンド合同会社、三菱商事洋上風力株式会社プロジ

ェクトダイレクターの伊原様です。 

 

○千葉銚子オフショアウィンド合同会社 

 伊原でございます。よろしくお願いいたします。 

 

○経済産業省（事務局） 

 続きまして、オブザーバーです。 

 環境省大臣官房環境影響評価課環境影響審査室室長補佐の豊村様です。 

 

○環境省 

 環境省環境影響評価課の會田でございます。豊村の代理で参加させていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

 

○経済産業省（事務局） 

 どうもありがとうございます。 

 続きまして、本日の配付資料について確認いたします。皆様お手元の資料を御確認いた

だければと思います。 
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 まず、議事次第のほかに資料１として今御覧いただきました出席者名簿。それから、資

料２として配席図。資料３として千葉県銚子市沖における協議会の運営規程の改正案。資

料４として千葉県銚子市沖におけるこれまでの経緯と今後のプロセス。資料５として千葉

県銚子市沖洋上風力発電事業の概要説明。それから、資料６として今後の協議会の進め方

（案）。それから、参考資料１としまして先ほど御紹介しました閣議決定された基本的な方

針。それから、参考資料２としまして第３回のこの協議会で取りまとめがなされました千

葉県銚子市沖における協議会意見とりまとめを添付しております。 

 もしお手元の資料に不足等がありましたら、御連絡いただければと思います。 

 ここで報道関係の皆様には、協議会の運営に支障を来さぬよう、これ以降の撮影につい

ては、御遠慮いただきますようお願いいたします。 

 それでは、議題の（１）本協議会の運営についてですけれども、事務局である経済産業

省、国土交通省、それから千葉県として、第３回の協議会から改正案を作成しております

ので、内容を御説明いたします。 

 皆様、資料３をお開きいただければと思います。 

 資料３ですけれども、左側に改正案、右側に現行の規定になっております。 

 まず、第１１条協議会の運営のところに第５項として追加をしております。これまでの

協議会、それから他の地域の協議会での実態を照らしても、協議会の構成員以外にも専門

的な知見を得る観点から必要な助言、資料の提供、その他の協力を求めることができると

追記をしております。それに伴い第５項、第６項が、条ずれを起こし第６項、第７項にな

っております。 

 それから、第１２条の議事要旨ですけれども、これまでの協議会でも、実態として議事

要旨のみならず議事録を作成し公表しておりますので、それに即した形で改正案をつくっ

ております。第１２条の第１項それから第２項、第３項。それから裏面ですけれども、第

４項に議事録を追加しております。 

 それから、第１５条でございます。こちらの書類及び帳簿の備付けですけれども、実態

を踏まえまして第１５条のところ、協議会は、前条の事務局に次の各号に掲げる書類を備

え付けておかなければならないとしておりますけれども、実態を踏まえまして、第１号に

第１条に基づき協議会を組織したことを示す書面と、それから第２号に協議会運営規程を

書いております。 

 それから、第６章雑則でございますけれども、こちら改訂した旨をきちんと踏まえた上
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で運用指針の改訂版をお示しするとともに、別表が協議会のメンバー、構成員の方々でご

ざいますけれども、最新の情報にアップデートをしております。 

 まず、塩原様の役職、それから御所属でございますけれども、一般社団法人海洋産業研

究・振興協会事務局長兼研究部長とさせていただいております。そして、選定事業者が決

まった今、その内容を追加する形で千葉銚子オフショアウィンド合同会社を追加しており

ます。それ以降のページは、今お示しをしました変更点、改正点を踏まえて中に溶け込ま

せた運営規程の改正案になります。 

 この中で、記載を見ていただければと思いますけれども、具体的には、第３章座長及び

副座長のところでございます。この中の次のページに行っていただきまして第８条でござ

いますけれども、第８条に座長及び副座長の任期がございます。ここにあります任期が、

今２年となっておりますので、改めて運営規程改正案の第６条に基づく座長及び副座長の

選任をさせていただきたいと思います。座長については、互選により選任され会務を総理

すること。また、副座長は、座長の指名により選任され、座長を補佐し、座長に事故があ

るときまたは座長が欠けたときは、その職務を代理することにしております。 

 それでは、当該規定に基づきまして座長の互選に入らせていただきます。 

 本協議会の座長について御推挙ございますか。 

 塩原委員よろしくお願いします。 

 

○海洋産業研究・振興協会 

 海洋産業研究・振興協会の塩原です。 

 本協議会の座長を、引き続き足利大学の永尾先生に務めていただく事を提案いたします。 

 

○経済産業省（事務局） 

 ありがとうございます。 

 今、塩原委員から永尾先生を引き続き座長にと御推挙されるとの御意見いただきました。 

 この御意見に御異議ございますでしょうか。 

 ありがとうございます。それでは、永尾先生に引き続き座長をお願いし、以降の進行に

つきまして足利大学工学部大学院（座長）によろしくお願いしたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 
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○足利大学工学部大学院（座長） 

 前回に引き続き座長を拝命いたしました永尾でございます。よろしくお願いいたします。 

 先ほど御説明がありましたけれども、副座長に関しては、座長が指名するとの説明がご

ざいましたので、これも前回に引き続き渋谷理事に副座長をお願いしたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

 ありがとうございました。 

 それからまた、今回の第４回協議会の公開の方法について事務局より説明がございまし

た。１つは、会議の様子をＹｏｕＴｕｂｅで配信する。それから、議事録・議事要旨を公

表する。最後に、一般の方やマスコミ用の傍聴席を施設する説明がございました。 

 その中でＹｏｕＴｕｂｅでの配信につきましても、引き続き議事録・議事要旨の公開、

公表及び一般の方やマスコミの傍聴をいただくことを前提に、次回以降はＹｏｕＴｕｂｅ

による配信は行わないこととしたいと思いますが、運営規程改定案としてはこの案のとお

りでよろしいでしょうか。 

 では、異議なしということで採択させていただきます。 

 では、議題の２、事務局及び選定事業者説明に入りたいと思います。 

 本日は、配付資料を事務局及び選定事業者からそれぞれ説明をいただいて、構成員の皆

様方からの御質問、御意見を承るという形で進めさせていただきたいと思っています。 

 では、早速事務局から資料の御説明をお願いいたします。 

 

○経済産業省（事務局） 

 承知しました。 

 それでは皆様、資料４を御覧いただければと思います。 

 １枚の紙ですけれども、千葉県銚子市沖におけるこれまでの経緯と今後のプロセスにつ

いてお示しをしたものです。 

 まず、これまでの経緯でございます。 

 ２０１９年の７月３０日に有望な区域として整理をいたしました。その後再エネ海域利

用法に基づく法定協議会の開催との形で進めております。第１回が２０１９年の１１月１

８日、第２回２０年の１月３１日、第３回ここで意見のとりまとめが行われましたけれど

も、２０２０年の６月４日に意見のとりまとめを行っております。そして２０２０年の７

月２１日に促進区域として指定をしております。その上で２０２０年の１１月２７日から
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昨年の５月２７日、半年間をかけまして公募占用指針の公示すなわち事業者の公募を行っ

ております。その後、審査等を経まして発電事業者を２０２１年１２月２４日に選定をし

ております。そして、（６）番ですけれども、本日第４回協議会として１１月２１日、事業

者選定後の協議会を開催しております。この第４回では、事業者から地域共生策に関する

計画の方向性などを説明いただき、そして具体的な内容や進め方については、今後詳細の

ところについて地元関係者と協議をしていく流れになります。 

 その下、今後のプロセスを御覧いただければと思います。 

 今後は、これ再エネ海域利用法、法定の手続に基づきまして経産大臣、国交大臣による

事業者から提出される公募占用計画の認定、それから再エネ特措法に基づく発電事業計画

の認定、そして促進区域内海域の占用許可がなされます。これらの手続を経まして発電設

備の建設工事、それから運転開始に至ります。運転開始予定時期については、２０２８年

９月となっております。 

 資料４については、以上でございます。 

 

○足利大学工学部大学院（座長） 

 ありがとうございました。ただいまの御説明でございますが、特に質問等はございませ

んでしょうか。 

 ないようですので、次に進めさせていただきます。 

 続きまして、今回から協議会に入られました事業者である千葉銚子オフショアウィンド

合同会社を代表して三菱商事洋上風力株式会社殿より説明をお願いいたします。 

 

○千葉銚子オフショアウィンド合同会社 

  改めまして、本プロジェクトにてプロジェクトダイレクターを務めます伊原と申しま

す。 

 石井室長からの御説明のとおり今回から協議会の構成員として事業者として参加させて

いただくこととなりました。構成員として参加させていただくこと、また、この場におい

て事業の概要の説明の機会をいただくことを御礼申し上げます。 

 それでは早速ですが、手元の配付資料５に沿って、事業者として今回の占用計画に盛り

込まれる事業計画の概要を説明させていただきます。 

 では、目次までお進みください。 
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 本日は、５つに分けて説明をさせていただきます。 

 まず、取組方針も含めた事業全体の説明。次に、現在実施しております海底地盤調査並

びに今後計画しております建設工事の概要を説明させてだきます。次に、事業者として求

められる地域共生策について説明させていただきまして、最後に、今までの本協議会にて

協議された事業者が留意すべき事項に関して、現在事業者がどのように取り組んでいるか、

またはその方針について説明させていただきます。 

 時間の都合から一部資料に関しては、説明を割愛させていただきます。 

 それでは、ページ３に飛んでください。 

 まずはこちら、事業者が、本プロジェクトに取り組むに当たっての大方針を説明させて

いただきます。 

 事業者としては、まず、再エネ海域利用法及び本協議会における意見を尊重し、「つぎを

創る」というコンセプトを掲げて本事業を取り進めてまいります。ここで言う「つぎ」で

ございますけれども、事業者としては、「新しい形の発電事業」を意味しております。 

 まずは、新たに大型再生可能エネルギーの電源として期待される洋上風力発電事業を、

必ずや実現すること。こちらに関しましては、事業者、三菱商事が、欧州で培った知見、

経験を生かしてまいります。 

 そして、発電事業にとどまらず関連するサプライチェーンの構築、人材育成、制度設計

等に貢献し、洋上風力発電を日本にとって長期的かつ安定的な事業にすることに取り組ん

でまいります。こちらは、日本としても新しい取組と理解しております。 

 また、最後になりますが、洋上風力発電をきっかけとして、事業者の親会社である総合

商社及び電力会社の機能を活用しつつ、地元における新たな産業、雇用の創出、観光など

を含む活性化に取り組み、地域にとって「つぎ」を創ってまいります。 

 次に、ページ５にお進みください。 

 こちらから事業概要の説明をさせていただきます。 

 今回事業者となります千葉銚子オフショアウィンド合同会社の株主については、三菱商

事洋上風力、三菱商事、シーテックという３社によって構成されております。 

 発電設備は、海底にくいを打ち込む形の着床式洋上風力発電。出力は、約３９１ＭＷ、

ｋＷ換算ですと３９万ｋＷになる予定です。 

 下の欄に大まかな事業スケジュールを記載させていただいておりますけれども、後ほど

運転開始までの工程については、詳しく説明させていただきます。 
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 開発、建設、操業・撤去と、大まかに３つのフェーズに分けておりまして、開発に約３

年、建設に３から４年、操業に関しては、２４年を計画しております。合計しますと約３

０年と非常に息の長い事業になっております。 

 次のページにお進みください。 

 今回は、洋上風力発電の風車としましてゼネラル・エレクトリック社製のＨａｌｉａｄ

ｅ－Ｘという風車を採用させていただく予定です。３１基合計で配置する計画でして、１

基の出力は、１２.６ＭＷとなっております。右に風車のイラストを掲載させていただいて

おりますが、現在銚子沖で設置されている実証機、こちらの約２倍の大きさと捉えていた

だければ結構です。発電量につきましては、約１,２００ＧＷｈで、こちらは、日本の標準

世帯の電力消費量に換算しますと約２８万世帯分となる予定です。 

 次に、建設と保守運転に使用させていただきます港に関しましては、建設に関しては鹿

島港、操業・保守に関しては名洗港で、使用する港が分かれていることが、このプロジェ

クトの特徴になります。 

 工事開始のタイミングにつきましては、２５年１月に陸上の工事からまず始めさせてい

ただきまして、続いてその約２年後に洋上工事のほうを進めさせていただく予定です。 

 次のページ、お開きください。 

 こちらに運転開始までの約６年間の工程を示させていただいております。 

 前半の約３年を許認可等を含めた法令手続、調査、設計に費やしまして、後半の３年に

建設工事を行う計画としております。既に事業者選定から約１１ヶ月が経過しております

けれども、関係者の御協力をいただきまして、基本的には当初計画どおりで現時点では進

捗しております。 

 また、現在は、現場海域及び陸上にて地盤調査を集中的に進めさせていただいておりま

すが、この実施に当たっては、主に漁業関係者様の皆様に多大な御理解と御協力をいただ

いておりますので、この場を借りて御礼申し上げたいと思います。 

 調査が実施された後の流れとしましては、設計、工事と進んでまいりますが、同時並行

で必要な認証及び許認可の取得に取り組んでまいります。いずれも国内初の大型洋上風力

発電プロジェクトでありますから、現時点から運転開始まで相当な時間を費やすことにな

りますけれども、いろいろと試行錯誤を重ねながら着実に計画どおりに進めたいと考えて

おります。 

 それでは、次のページに進んでください。 
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 こちらでは、事業実施体制の説明をさせていただいております。 

 まずは、建設期間ですけれども、風車、洋上工事、陸上工事と工事を３つに大別してお

ります。それぞれ元請企業と呼んでいる企業に建設を発注することが決まっております。

風車であれば、先ほど申し上げましたゼネラル・エレクトリック、洋上部分の工事につき

ましては、鹿島建設とオランダのバン・オード社のコンソーシアム、陸上工事につきまし

ては、株主の１社でございます株式会社シーテックが、元請企業として参加する予定です。 

 また、後ほど詳しく説明させていただきますが、建設工事はかなり大規模なものになり

ますので、ぜひ地元の企業の方々に御協力をいただいて、建設を進めてまいりたいと考え

ております。 

 それでは、次のページに進んでください。 

 こちらは、運転開始した後の運転期間の事業実施体制となります。 

 運転開始後においては、洋上風力発電設備の保守、維持管理が中心となります。風車を

除いた洋上設備の保守として北拓、風車の人員移動に使用するＣＴⅤと呼ばれる小型船舶

の保有・管理には日本郵船が、元請企業として入ってまいります。 

 こちらの運転期間におきましても、地元企業の活用に最大限取り組んでまいります。下

段記載のとおり特に銚子市漁協様、商工会議所様、銚子市様が設立したＣ－ＣＯＷＳと連

携して、地元にメンテナンスの業務が落ちるように、事業者としても最大限努めてまいる

所存でございます。 

 次のページにお進みください。 

 こちらでは、事業計画の中で重要となります発電設備の配置について説明させていただ

いております。 

 公募及び現時点での配置の計画は、左の図に示したとおりとなっております。赤線で示

しておりますのが促進区域、青い点が風車の位置、黄色の線が海底ケーブルを示しており

ます。 

 最終的な配置につきましては、現在行っております地盤調査の結果をもって決定するこ

とになりますので、あくまでも現時点の計画と捉えてください。 

 事業者が配置を決めるに当たっては、協議会意見とりまとめの中で幾つか留意事項をい

ただいておりまして、そちらへの配慮をこの計画の中で行っておりますので、説明させて

いただきます。留意事項としましては、漁業への支障、船舶の航行、景観配慮、環境配慮、

既存海洋構造物への配慮として５つの項目を提示していただいております。 



 -13-

 そのうちまず、漁業への支障及び航行安全性などにつきましては、既に漁業関係者の方

と深く議論を始めさせていただいておりまして、配置案につきましては、基本的に原案で

御了解をいただいていると認識しております。特に海匝漁協様につきましては、占用区域

の近辺で操業をされている刺し網、シラウオ船団といった方々と直接協議を重ね、御同意

をいただくことができました。ありがとうございます。 

 配置が確定次第、航行安全ルールの策定においても、関係者の皆様と相談をさせていた

だきます。 

 また、例えば景観問題につきましては、こちらのエリアが、国指定名勝及び天然記念物

である屏風ケ浦をはじめとする国定公園に位置していると認識しております。地形景観が

有する文化的、環境的、地球科学的な価値への影響並びに影響の低減策につきましては、

既に銚子市ジオパーク室と協議を開始させていただいております。 

 来年春までかかる見込みの海底地盤調査の結果を踏まえて、今後風車配置を確定させて

まいりますので、改めてその過程で各関係者に相談をさせていただくことになります。 

 それでは次に、ページ１２へお進みください。 

 ここから海底地盤調査及び建設工事の概要説明に入らせていただきます。 

 時間の都合上、説明は概略にとどめさせていただきます。 

 まず、海底地盤調査になります。洋上風力発電では、海底地盤に合わせて打つ杭ごとに

設計を変える必要がございますので、海底地盤調査は非常に重要なプロセスになっており

ます。 

 海底地盤調査は、大きく分けて２つありまして、物理探査とボーリング調査になります

が、物理探査は、既に今年の６月までに無事完了させていただいております。現在風車を

建てる地点にてボーリング調査を実施しておりまして、右図にあるこの赤い船と大きなＳ

ＥＰ船を、現在銚子の沖合に見ることができます。 

 次に進んでいただきまして、建設工事の概要をこちらに示させていただいております。 

 海底地盤調査、設計が終わった段階で各種許認可、認証を取得して、ようやく工事開始

となります。 

 工事は、右の作業フローに示されているとおりオレンジ色の陸上部分、水色の洋上部分

の２つに大別することができます。 

 陸上につきましては、主に送変電設備の配置となりますけれども、左図に示されている

ように、赤い線が送電ケーブルになりますが、新佐原変電所まで約５６ｋｍと非常に長い
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距離の送電線を敷設することになりますので、こちらの工事を先行して開始させていただ

きます。 

 洋上につきましては、まず基地港である鹿島港の整備、具体的に申し上げますと地耐力

の強化を行いまして、その後に部材、部品、資材を鹿島港に集約、一部組み立てて、そち

らを銚子沖まで運んで設置をする流れになります。 

 以降のページは、工事の詳細を示しておりますが、こちらのほうは、時間の都合上割愛

させていただきます。 

 ページ１８にお進みください。 

 こちらから地域共生策について説明させていただきます。 

 冒頭で説明させていただいたとおり事業者は、「つぎを創る」というコンセプトを掲げて

おりまして、その中で地元の「つぎ」を地域の皆様と、共生策によりつくっていきたいと

考えている所存でございます。 

 事業者としては、こちらのページに記載のとおり、地域共生策に関しまして３本の柱で

検討してまいります。 

 まずは、持続可能な漁業支援体制の構築。２つ目に、漁業以外の産業領域に対する地域

産業・雇用の振興。最後に３つ目に、産業領域以外に対する住民生活の支援ということで

書かせていただいております。 

 地域共生策に関しましては、公募におきましても国及び地元から大変大きな期待をされ

ているところと理解しておりますが、事業者としては、ここで重要なのは一過性でない持

続可能な施策、地元の自立的な成長に繋がる施策を打ち出していくことが重要だと考えて

おります。 

 具体例につきましては、次のページ以降で説明させていただきます。 

 右下ページ１９になりますけれども、こちらで事業者が考える共生策を、分野別に上げ

させていただいております。 

 昨年の入札前から、地元の方々のいろいろなニーズを酌み取り、合致するものをこちら

のほうにリストアップをさせていただいております。どれをどの順番でいつ試みるかにつ

いては、今後地元の方々との会話を基に決定をさせていただく予定です。 

 基本的な方針としましては、まず、事業者から出捐する基金の活用につきましては、漁

業振興に資する施策が中心になってまいります。ただし、陸上にも波及されるような共生

策も、積極的に実行してまいります。また、事業者が出捐する基金のほかに、政府や自治
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体の助成制度または事業者のグループ企業のリソースを、最大限活用してまいります。特

にグループのリソースという意味では、国内では三菱商事として３５年ぶりに開設しまし

た銚子支店とうまく連携を取って進めてまいります。 

 次に、既に取組を開始している共生策の事例を、説明させていただきます。 

 右下ページ２０にお進みください。 

 こちらでは、まず、漁業における共生策として漁場創造に関する取組を挙げさせていた

だきます。 

 促進区域及び周辺海域を新たな漁場として育てていく取組が始まっておりまして、その

第一段階として基金を使った漁場実態調査が開始されております。また、漁場実態調査の

結果を基に藻場の造成、魚礁の設置等の取組が計画されておりますが、その中核の拠点と

なるのが、漁業共生センターとなります。事業者といたしましては、基金出捐のほかにま

ずは、各種データを漁業共生センターと共有すること。また、既に一部実施しております

が、事業者が洋上風力事業のために行う海域の調査については、漁業共生センターに一部

を委託することで、漁場のデザインに必要な情報を漁業共生センターに集約、一元化する

ことに取り組んでまいります。 

 このように銚子では、既に漁業関係者、専門家及び事業者が一丸となった取組が、開始

されております。 

 次のページに進んでください。 

 次に、先ほど冒頭申し上げましたＣ－ＣＯＷＳを通じた洋上風力のメンテナンス事業の

現地化に関する取組を説明させていただきます。 

 ページ左に事業者の協力会社とメンテナンス業務のうちＣ－ＣＯＷＳが取り組む可能性

のある業務スコープ、右上には、現時点から業務を開始するまでのロードマップ、右下に

は、協力会社を巻き込んだＣ－ＣＯＷＳにおけるエンジニアの育成イメージを記載させて

いただいております。Ｃ－ＣＯＷＳ支援につきましては、先ほど説明させていただいた元

請会社らから最大限の協力を得ることで、基本的に合意をしております。 

 ここでは詳細触れませんが、既にＣ－ＣＯＷＳとは、業務に応じた人材育成の方法、タ

ーゲットとする時期につきましては、何度も協議をさせていただいておりまして、また、

風車部分のメンテナンスにつきましては、元請企業となるゼネラル・エレクトリックと既

に会話を開始させていただいております。Ｃ－ＣＯＷＳにつきましては、現在メンテナン

スを行える人材は有しておりませんので、こういった業務を担うに当たっては、どれもハ
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ードルは低くはございません。人材育成には時間を要しますことから、運転開始のタイミ

ングまで待つわけではなく、少しでも多くの業務スコープを担えるよう現時点から事業者

として支援してまいります。 

 次のページにお進みください。 

 ここでは、陸側の主な共生策ということになりますサプライチェーンの構築に関して説

明させていただきます。 

 事業者としては、サプライチェーンの構築、もしくは地元産業への効果の波及につきま

しても、共生策の柱として掲げております。実際に地元企業を起用するのは、先ほど説明

させていただいた元請企業になりますけれども、事業者としても地元企業の参画を促す形

で協力してまいります。 

 ページ右に、事業者選定された以降に既に行ったサプライチェーン構築に関する説明会

を示しております。特に数多くの地元企業の参画が見込まれる陸上部分の工事につきまし

ては、千葉県庁様主催で説明会を実施し、既に来年初に具体的な商談会を開催させていた

だく予定となっています。 

 次のページをお願いします。 

 共生策の最後の例としまして、長らく休眠状態となっており地元の方々の大きな期待が

寄せられております名洗港の有効活用について述べさせていただきます。 

 事業者としては、当然ながらこちらを洋上風力発電事業のメンテナンス拠点港として活

用させていただきますが、それ以外にも、洋上風力の地元における産業拠点としての活用

にも、取り組みたいと考えております。具体的には、事業者のメンテナンス拠点の設営の

ほかにも、元請各企業の拠点をこちらに誘致する、ないしは、洋上風力のメンテナンス事

業者に向けたトレーニングセンターを誘致する等、元請企業、協力企業と共に、名洗港及

び周辺の一体開発に取り組んでまいりたいと考えております。加えて、先ほど申し上げま

した漁業共生センターにつきましても、こちらに設立することを検討していただきたいと

考えております。 

 ここまで４つの地元地域共生策に関しまして事例を説明させていただきました。 

 このほかにも、既に事業者として取り組んでいる、もしくは取組を開始した共生策がご

ざいます。 

 例えば銚子にて次世代リーダー育成講座を、公募前に開設させていただきまして、こち

らの参加者が実際に起業に至った、もしくは、事業の拡大に至った例がございます。また、
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地域産品の販路拡大として地元の農産品を使った食品を、三菱商事の子会社にあたるロー

ソンにおいて拡販した事例もございます。また、洋上風力人材育成に関して、長崎大学が

発起人となりました産学連携の取組に千葉大学を招聘させていただいております。また、

銚子市におきましては、ゼロカーボンビジョン策定協議会、ふるさと納税タスクフォース

等々の協議体に事業者として参画させていただいております。ほかにも小学生向けオンラ

イン環境学習ツアーの開催や、千葉科学大学、ジオパークミュージアム等での公開講座を

実施させていただく等、教育面でも貢献をさせていただいております。 

 次の協議会にて改めて進展を報告させていただければと考えております。 

 次に、最後となりますが、過去開催された協議会にて議論されまとめられた留意事項に

対して事業者が、現在どのように対応しているか、もしくは今後どのように対応していく

方針なのかについて、説明させていただきます。 

 本事業は、今から約３０年と長きにわたって行われる事業でありまして、一部留意事項

につきましては、運転開始後を対象としているため、全てにつき対応を開始しているわけ

ではない旨御了承ください。 

 事業者の全体理念として、留意事項に対して最大限の配慮を行う旨につきましては、既

に冒頭の取組方針にて説明させていただいたとおりです。また、発電設備の設置位置に関

しましても、先ほど既に説明させていただいたとおりでございますので、ここではその他

の留意事項に関して説明させていただきます。 

 右下ページ２５にお進みください。 

 まずは、漁業との共存共栄に関する対応状況でございますが、既に開始している海底地

盤調査におきましては、漁業関係者に対して事前に調査内容及び実施時期につき、誠意を

持った丁寧な説明に努めてまいりました。こちらは、漁業協同組合ではなく船団ないしは

組合員単位といった個々への説明も含まれます。また、実際に調査の実施時期及び場所に

関しましては、周辺で行われている漁業への影響を回避するように最大限配慮しておりま

す。今後建設及び操業に関しましても、事前の説明及び協議に努めてまいります。 

 次に、事業者に求められております漁業振興基金への出捐に関する対応でございますが、

規模及びスケジュールに関しましては、既に関係者の間で合意に至っておりまして、先ほ

ど説明させていただいたとおり基金を活用した取組として漁場実態調査を開始しておりま

す。漁場実態調査の目的としては、新たな漁場創造のためにまずは、現在の状況を知る必

要があるということと理解しておりますので、今後も漁場の創造に事業者としても一丸と
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なって取り組んでまいりたいと考えております。そして漁場実態調査及び環境影響評価調

査の結果を踏まえまして、その後に必要となります調査の内容、時期等を関係者間で協議

させていただき、漁業影響調査に一体反映させていただきたいと考えております。また、

下段に記載の本件の取組体制としまして、既に現場、銚子に複数名担当者を配置させてい

ただいております。 

 次のページにお進みください。 

 次に、建設中の安全対策に関する留意事項でございますが、こちらは、建設開始が３年

後であることから具体的な対応は、これから行わせていただきます。例えば海域の利用に

関しましては、先行利用者との安全確保を図るため航行安全委員会を設置し、時間的余裕

を持って関係各所との調整、協議を行う予定でございます。また、今後の設備の設計にお

きましては、地震、落雷、台風への対応を十分に備えた設備を設計し、ウインドファーム

認証の早期取得を目指してまいります。 

 次にお進みください。 

 次の留意事項５及び６につきましては、維持管理・撤去や船舶の運航ルールに関するも

のでして、こちらは、風車の配置が確定した後に対応を開始させていただきますので、本

日は詳細は割愛させていただきまして、次回の協議会にて進展あれば報告をさせていただ

きたいと考えております。 

 次に、２９ページにお進みください。 

環境影響に関して示された留意事項に関する事項でございますが、計画どおり既に環境影

響評価法に定められたプロセスのうち方法書まで完了しております。９月２０日には千葉

県知事意見、１０月１９日には経済産業大臣勧告が、それぞれ発出されております。方法

書の手続の中で国、県及び学識者の方々から意見をいただきまして、現時点では、同意見

を反映させた現地調査を行っております。その結果も踏まえ最適な形での配慮を引き続き

行ってまいります。 

 次のページに、現時点で計画している現地調査の内容等々詳細を記載させていただいて

おりますが、時間の関係もございまして本日は、説明を割愛させていただきます。 

 以上が、協議会意見とりまとめで示された留意事項に対する事業者の対応方針です。い

ずれにしましても、地域との共生を最も重要な事業者の方針として掲げておりまして、関

係者との時間的余裕を持った丁寧な説明及び協議に今後とも心がけていく所存でございま

す。 
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 足早でございましたが、事業者からの説明は以上とさせていただきます。 

 御清聴ありがとうございました。 

 

○足利大学工学部大学院（座長） 

 ありがとうございました。 

 包括的でかつ詳細な進行の考え方、それから現状の御説明いただきました。 

 では、これから構成員の皆様からの御意見、御質問をお伺いしたいと思います。 

 これも今までやってきた方式にのっとって漁業関係者、それからその次に行政関係者、

そして最後に有識者の皆様の順にこちらから進めさせていただきたいと思います。 

 最初に銚子市漁協、お願いいたします。 

 

○銚子市漁業協同組合 

 先ほど伊原さんから説明ありましたように、促進区域において漁場実態調査の１年目、

ちょうど、春夏が終わりまして秋の部分の調査を今やっているところです。この後冬をや

りまして、１年の総括をして来年の調査の方向性を、また皆さんと調整していこうと思っ

ております。 

 以上です。 

 

○足利大学工学部大学院（座長） 

 ありがとうございました。 

 では、引き続きまして、海匝漁協お願いいたします。 

 

○海匝漁業協同組合 

 私としては、組合員の操業に支障がないようにしていただくことが、１番大事と考えて

おります。調査や工事を行う場合でも、今後とも事前にしっかりとした説明や情報提供を

していただくとともに、安全を最優先に対応していただきたいと思っております。今後と

も顔の見える関係を続けていきたいと思っておりますので、事業者としても引き続き地元

と一体となって事業を進めていく気持ちで取り組んでいきたいと、お願いいたします。 

 以上です。 
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○足利大学工学部大学院（座長） 

 ありがとうございました。 

 では次に、千葉県漁連お願いいたします。 

 

○千葉県漁業協同組合連合会 

 千葉県漁連としましては、先ほど事業者から説明ありましたように千葉県の漁業振興基

金への出捐については、その規模、スケジュール等が協定済みであって、さらに１年目の

本年度の分については、既に出捐済みでスケジュールどおり進んでいると思っております。 

 事業者との協議は、これから先もしっかりと、また、丁寧にやっていければと思ってお

ります。 

 以上です。 

 

○足利大学工学部大学院（座長） 

 ありがとうございました。 

 では、銚子市お願いいたします。 

 

○銚子市 

 銚子市長の越川でございます。 

 本日は、選定事業者であります千葉銚子オフショアウィンド三菱商事洋上風力の伊原様

から大変丁寧な説明、特に漁業との共存共栄策、銚子市の活性化につながる共生策などに

つきまして説明をいただきまして、本当にありがとうございました。 

 事業者の皆様には、銚子市民に向けた事業説明会も開催していただいております。 

 銚子市内の中学校での環境教育、銚子市のゼロカーボンビジョンの策定など幅広い支援

をいただいております。 

 さらなる地域共生策の実現に向け、今月三菱商事の銚子支店を開設していただきました。

重ねて感謝を申し上げます。 

 伊原様の説明にもありましたけれども、新たな漁場のデザイン、Ｃ－ＣＯＷＳの成長支

援、名洗港の有効活用、あるいは地元企業の活用、地域特産品の販路拡大、人材育成、洋

上風力と連携した観光施策、災害対策など、その実現を改めてお願いをいたします。 

 銚子市は、昨年２月ゼロカーボンシティを表明いたしました。自治体新電力であります
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銚子電力株式会社と洋上風力発電を結びつけながら再生可能エネルギーの地産地消に取り

組み、ゼロカーボンシティを目指しておりますので、引き続きの連携と御協力をお願いい

たします。 

 次に、要望事項を２点ほど申し上げさせていただきます。 

 １点目は、内水面漁業への影響調査についてであります。 

 地元の内水面漁業者から千葉県及び銚子市に対して洋上風力発電施設の建設及び稼働に

伴う内水面魚種の回遊、遡上、内水面漁業の操業に影響を及ぼす可能性を大変心配してい

るとの声が寄せられております。また、今年４月から５月にかけて構成事業者であります

三菱商事エナジーソリューションズ、シーテック、三菱商事の３者によって縦覧されまし

た仮称千葉県銚子市における洋上風力発電事業の環境影響評価方法書、これに対しまして

も、環境影響評価の実施に当たり詳細かつ長期にわたる内水面漁業への影響調査を求める

意見が提出されております。これに対しまして選定事業者側からは、漁業影響調査等の実

施について検討してまいりますとの見解が示されております。内水面漁業への影響調査に

ついて、この事業者の見解に従いまして誠実にしっかりと対応していただきますよう要望

をいたします。 

 また、環境影響評価方法書に対する２件目の意見は、景観に最大限の配慮を求めるもの

で、事業者の見解として、「地元関係者の方々の様々な御意見を踏まえ風力発電機の配置を

はじめ景観には、最大限の配慮を行いつつ事業計画を進めてまいります。」との考え方が示

されております。伊原様からの説明にもありましたけれども、国の名勝天然記念物である

屏風ケ浦、富士山の眺望などの景観に対する最大限の配慮を、私からも再度要望するもの

であります。 

 私からは、以上でございます。 

 

○足利大学工学部大学院（座長） 

 ありがとうございました。 

 ただいま２つの要望がございましたが、事業者様、それから関係者様におかれましても、

それを認識の上、よろしくお願いいたしたいと思います。 

 では続きまして、旭市、お願いいたします。カメラをオンにしていただければと思いま

すが、いかがですか。オンにならなければボイスだけでも結構ですが。 
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○旭市 

 ありがとうございます。 

 改めまして、旭市企画政策課政策推進班の田中と申します。 

 本日出席を予定していました林が、急遽欠席となりましたので、代理で発言させていた

だきます。 

 旭市からは、地域共生策として２つございます。 

 １つ目は、旭市には工業高校がありますので、教育、人材育成の観点からも検討してい

ただきたいと思います。 

 ２つ目は、旭市、銚子市を別に捉えるのではなく、双方の意見を踏まえた上で広域的な

共生策も検討していただきたいと思います。 

 以上の２点でございます。 

 

○足利大学工学部大学院（座長） 

 ありがとうございました。 

 では、引き続き、千葉県からお願いいたします。 

 

○千葉県 商工労働部 

 千葉県でございます。よろしくお願いいたします。 

 本日は、事業者をはじめ関係者の皆様方、お忙しいところお集まりいただきまして、あ

りがとうございます。 

 先ほど事業者から本プロジェクトにつきましての取組方針のところで、「つぎを創る」と

のコンセプトに新しい形の発電事業にしていくこと、また、地域活性化にも貢献していく

ことをおっしゃっていただきましたし、その運営に当たっては、地域と時間的余裕を持っ

て丁寧な協議をしていくこともおっしゃっていただきましたけれども、大変ありがたく思

っております。 

 千葉県としましても、この洋上風力発電の導入は、再生可能エネルギーの確保との側面

だけではなくて、地域の活性化につながるものとして非常に重要な事業だと考えておりま

すので、この銚子の事業が大きな成果を上げるものとなるよう、事業者をはじめ関係者の

皆様方には、引き続き丁寧な協議をお願いしたいと思います。 

 その上で、何点か個別のお願い、念押しを含めてですが、申し上げさせていただきます。 
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 先ほど今後のプロセスについて資源エネルギー庁からお話もありましたけれども、地域

共生策の具体的な内容につきましては、本日発電事業者から示された方向性を踏まえ、今

後地元関係者と引き続き協議をしていただくことになっていると思います。まさにここか

ら具体的な内容、詳細なところを詰めていくことになりまして、相互の作業も大変になる

かと思いますけれども、ぜひ地元の意向を反映した共生策となるよう引き続き御協力をお

願いしたいことが、１点。 

 それから、産業振興についてですけれども、先ほど御説明もあったとおり千葉県も含め

て地元の皆様や発電事業者等と共同で県内企業の参入促進についていろいろ取組をさせて

いただいております。地域の活性化につなげていくためには、県内企業が建設事業の工事

だけでなくてできるだけ多くの、例えば風車の部品の製造を受注することやメンテナンス

業務を担っていく必要があるかと思います。先ほど御説明ありましたけれども、これらの

業務に県内企業を積極的に活用していただくこと、それから、風車部品のサプライチェー

ンの構築のほかＣ－ＣＯＷＳを早い段階から支援していくとお話もございましたけれども、

メンテナンス人材のトレーニング施設の誘致なども含めた人材育成に関しても、御協力を

いただくお願いしたいことです。 

 それから次に、洋上風力で発電した再生可能エネルギーの利活用についてでございます

けれども、先ほど銚子市からゼロカーボンシティを目指しているお話がございましたけれ

ども、この銚子沖洋上風力発電事業、非常に注目しているプロジェクトでもありますので、

この洋上風力で発電した電気を使っていることが、企業にとっても大きなセールスポイン

トになるかと思っております。銚子だけではなくて千葉県内の多くの企業からこの銚子で

発電した、洋上風力で発電した電気を導入したいとの声が、これから相当数出てくるもの

と考えておりますので、今後どのような形であればそうしたニーズに応えていけるのか、

その辺を一緒に検討させていただきたいに思っております。 

 それから、私ども千葉県は、令和元年に大きな災害がございまして、大規模停電を経験

しております。電力レジリエンスについては、非常に高い関心を持っておりまして、大規

模停電時に通常の送電ができなくなった場合であっても、この洋上風力で発電した電気を

無駄にせず活用できる仕組みについて、これも関係者の皆さんと一緒に考えていきたいと

思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 長くなりまして恐縮ですが、最後に、国におかれましても、今回この発電事業者が提案

していただいた事業計画が、取組方針にのっとって着実に履行されているかどうか、その
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辺の管理監督についても、お願いしたいと思います。 

 千葉県からは、以上でございます。 

 

○足利大学工学部大学院（座長） 

 ありがとうございました。 

 幾つかの要望とそれから御提案がございましたので、事業者及び関係者は、その辺も配

慮して進めていただくようにお願いいたします。 

 では続きまして、水産庁、お願いいたします。 

 

○農林水産省 水産庁 

 水産庁計画課の森田です。 

 繰り返しになりますけれども、事業者、伊原さんから説明があったとおり丁寧に対話を

重ねながら進めていかれるとのことで、引き続き漁業に支障を及ぼさないことが担保され

るよう、慎重に進めていただければと思います。 

 よろしくお願いします。 

 

○足利大学工学部大学院（座長） 

 ありがとうございました。 

 では、関東旅客船協会お願いします。 

 

○関東旅客船協会 

 関東旅客船協会の本日代理で御出席させていただいております。 

 地元で船舶を使用しました事業を行っております。 

 その中で１点だけお伺いしたいんですけれども、今現在、環境影響評価、要するに環境

アセスについて、このスケジュールからいきますと２５年度以降ちょっとスケジュールが

分からない部分があるんですけれども、特に２７年２月からは、やはり洋上工事が開始す

る時期ですけれども、この工事前の調査、工事中の調査が、どうしても必要になってくる

と考えます。ましてや今度は、実際に建設が終わりまして風車が回ったその時点から、ま

たその後の完成時期の調査も必要になってくると思います。ですから、この環境影響評価

について、改めてスケジュールが、分かり次第、お教え願いたいと思います。 
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 以上です。 

 

○足利大学工学部大学院（座長） 

 ありがとうございました。 

 では続きまして、学識経験者に移りたいと思います。 

 では工藤構成委員からお願いいたします。 

 

○日本エネルギー経済研究所 

 御説明ありがとうございます。 

 現在の進捗状況について、理解することができました。 

 特に大事なのは、皆さんも御指摘されている３枚目のスライドに出されておりましたそ

の取組方針。ここのところに実際のエッセンスが、全て含まれていると認識しました。事

業者のみならず、こういった共生共存策を皆で一緒に考えていく、その仕組みを丁寧な情

報開示なり協議を通じて実現していくことだと認識しました。また大事なことは、そのこ

とが成功裏に進むこと、それと並行してやはり発電事業は、しっかりと持続的に進められ

ること、こういったことを留意した進め方というものを、今後進められていくことを期待

したいと思います。 

 さらには、やはり洋上風力のエネルギー政策なり温暖化政策上の重要度は、社会的に注

目度が高まっているものでございますので、そういった観点からも、後発の他の促進地域

も含めていろいろな意味でベストプラクティスとなるような仕組みの運用に今後期待した

いと思いました。 

 以上です。 

 

○足利大学工学部大学院（座長） 

 ありがとうございました。 

 では、塩原構成委員からお願いいたします。 

 

○海洋産業研究・振興協会 

 私ども海洋産業研究・振興協会は、漁業協調型の洋上風力を掲げて２０１３年に提言を

発表して、漁業協調メニューも提案してまいりました。その中には、風車基礎の魚礁利用、
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あるいは漁業者の事業参加、保守点検あるいはＯ＆Ｍ、それから海洋情報の漁業への利用

などを、メニューとして示してきました。約１０年たちまして、本日事業者様の発表を聞

きまして、それがいよいよ形になってきたと感じました。 

 また、総合商社のネットワークを生かした地域振興策で、ある意味私どもの想像の上を

行く内容も含まれていました。実現すれば、地域振興あるいは漁業活性化につながるもの

と期待しているところでございます。 

 一方、漁業協調策への実行に当たっては、漁業共生センターとの連携が、鍵になってく

ると思いますので、緊密な連絡を取ってもらいたいと思います。また、共生センターサイ

ドも、よく事業者様と話を聞き、また、これを取り込んで３０年にわたる長い事業を進め

ていってもらいたいと思います。 

 以上です。 

 

○足利大学工学部大学院（座長） 

 ありがとうございました。 

 では、最後になりますけれども、副座長でもあります渋谷構成委員からお願いいたしま

す。 

 

○海洋エネルギー漁業共生センター 

 渋谷です。 

 三菱商事の伊原さんからも、非常に丁寧な説明がありまして、どうもありがとうござい

ます。 

 銚子洋上風力は、着床式の洋上風力においては第１ラウンドの恐らくトップバッターに

なる存在だと、私は思っています。このトップバッターとしての認識を、非常にこの事業

者の方が持っておられることと、それから地域の方も、そこをしっかり認識されていると

今、感じております。 

 その１つが、地域振興や漁業振興のための具体的な組織をしっかりとつくっていること

が、非常に大きいと思います。それぞれの組織が、もう既に責任を持って具体的な活動に

入りつつあると、今、聞いておりました。また、こうした組織を使って具体的に責任ある

行動、活動ができるのは、地域の自治体や商工関係者の方々、そして何よりも漁業関係者

と三菱グループとの関係が、非常に良好な関係を築きつつあると思っています。こうした
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誠意ある事業者の事業展開が、いいものを生んでくれると感じて聞いていました。 

 最後ですけれども、こうしたこの銚子の洋上風力の事業展開が、実は、もう銚子のみに

とどまらず、これからの日本のこの洋上風力づくりの見本になるような事業展開をしてい

くことが、すごく大事と感じて聞かせていただきました。 

 私からは、以上です。 

 

○足利大学工学部大学院（座長） 

 ありがとうございました。 

 事業者からの詳細な説明に対して御意見を伺いました。 

 では、時間もありませんので、続いて事務局より今後の協議会の在り方について御説明

をお願いいたします。事務局、お願いいたします。 

 

○経済産業省（事務局） 

 資料６を皆様、御覧いただければと思います。 

 今後の協議会の進め方案でございますけれども、まず、今後の協議会の運営に当たりま

してですけれども、そこの①から③番にありますように、まず、協議会は、事業の進捗な

どを確認するために毎年度最低１回は開催する。それから②番ですけれども、選定事業者

が実施する漁業影響調査の具体的方法、それから時期については、関係漁業者等の意向、

助言を尊重するとともに、現在実施している漁場実態調査の結果を踏まえて実施する内容

などを検討する。そして③番ですけれども、共生策の検討状況や具体的な実施状況を共有

するとしております。 

 そして２番です。 

 次回、第５回ですけれども、第５回の協議会では、漁場実態調査の進捗状況等に加えま

して、協議会意見とりまとめの留意事項に照らした取組内容のうち関係者間で協議・調整

を行う事項や基金を活用した取組以外の共生策の調整・取組状況について、選定事業者か

ら報告いただくことにしております。 

 以上です。 

 

○足利大学工学部大学院（座長） 

 ありがとうございました。 
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 今後の案でございますが、これに関しまして御意見ございましたらお願いいたします。

ウェブで参加の方は、ウェブを通じて挙手等をしていただければと思いますが、何かござ

いませんでしょうか。 

 この中に事業者に対してのオブリゲーションが幾つかございますが、それは大丈夫です

か。分かりました。 

 ほかにございませんでしたら本件、事務局案のとおりにしたいと思います。 

 では、事務局案のとおり可決されました。 

 これで予定した議事は、全て終わったと思います。 

 今日は、事業者が決まって具体的な事業を目の前にして、もう具体的に進んでいる部分

はございますが、それに関して現状の報告、それから今後の方向に関して幅広いかつ深い

議論をさせていただきました。その中で今日、幾つかの非常にうまくいっている御提案と

御報告をいただいたわけですが、そのほかに幾つかの懸案事項、それから、御提案もござ

いました。非常に前向きな御提案でございまして、次回までの作業の中で御配慮いただき

ながら進めていただきたいと思います。 

 それでは、以上をもちまして本日の協議会を閉会したいと思います。 

 今日は、御多忙のところ大変ありがとうございました。 

 

―― 了 ―― 


